
桂ぶどうの木こども園 ９月号 ２０１６年９月１日 

園聖句 私はまことのぶどうの木、あなたがたはその枝である。(ヨハネによる福音書１５章５節) 

 

 

 

 

 
 リオネジャネイロで開催されたオリンピック！日本の選手の活躍に勇気づけられたり、感動を与えてもらっ

たりと、心躍るものがありました。それはただ良い成績だったからというものだけでなく、真っ直ぐに競技と

向き合い、あきらめず努力をされてきた営みも感じる事が出来たからの感動だったと思います。 

もう一つ心に残る事は「難民選手団」が初めて結成された事です。世界では戦禍の中で苦しんでいる方々が

まだたくさんおられるという事を実感しました。日本では戦後 71年・・・と戦争は過去の事になっています

が、過去としてとらえず「平和」を考える事が大切であると考えさせられたオリンピックでもありました。世

界中の人々が平和に心豊かに過ごせるように願い、祈る毎日を送りたいと思います。 

 

９月の行事予定 

９日(金) 地域の方々とのふれあいの会(ゆり組） 

９日(金) クラス懇談会７：００～ 

 

                           

      （ちゅうりっぷ・たんぽぽ・すみれ） 

１７日(土) うんどうあそびの日(予備９/２４) 

２８日(水) 誕生会 

※９月はおべんとうの日の設定はありません 

◇園庭開放 １,８ 

◇あそぼう会 ７，２８ 

◇おいでよ赤ちゃん ２７ 

（◇印は地域開放としての取り組みです）

※幼児のクラス懇談会は１０月７日に行います。

 

 

地域の方々とのふれあいの会（ゆり組さん） 

 今年は敬老の日の祝日は１９日です。この時期いろんなところで敬老の催しが行われますが、当園でも地

域の方々をお招きして「地域の方々とのふれあいの会」を９日(金)に持たせていただきます。普段お散歩に出

かけた時に、声を掛けて頂いたりして、地域の方にも見守られて育っている子ども達です。そんなつながりを

更に深められたらと思って取り組んでいます。 

毎年ゆりさんが、園を代表して参加してくれています。ただ参加するだけでなく、歓迎の気持ちを込めて、

ペンダントを作り参加された方々の首にかけさせて頂き、自分の名前を言って自己紹介をしてはじまります。

少し気持ちがほぐれた所で、ふれあいあそびで和やかな雰囲気になり、自分達が今頑張っているあそびをひと

つ披露します。この時、参加頂いている方の、応援や「すごいね」と言った拍手を頂き、子ども達も達成感を

感じている姿がうかがえます。色々な方々とのふれあいを通して、子ども達の中にも自分の頑張りを認め、応

援し、支えてくれる人達がたくさんいる事を感じる機会になればと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の聖句 

平和な人には未来がある。      詩編３７：３７ 

＜駐車スペースについてのお願い＞ 

車での送迎をされている方々、交通マナー・ルールを守って安全に…。お願いいたします。 

桂川街道での駐車は、交通量は多く車の速度も速くより多くの危険が伴います。できましたら園の駐車ス

ペースをご利用ください。駐車スペースに限りがありご不便をお掛けしますが、譲り合ってのご利用をお願

いいたします。（赤ちゃんフロア西、豆田街道交差点南東パーキング、貸ガレージ井上に駐車スペースを確

保しています。）地域の方のご迷惑にならないように道路で待つのはやめましょう！ 

 

＊クラス懇談会の時は、お父さんと連携して、お父さんが、お仕事が終わられると園に迎えに来て

下さり協力して頂きありがとうございます。遅い時間からですので、お子さんはお家でお留守番出

来るようにご協力よろしくお願いします。 

 



《うんどうあそびの日》 

 ９月１７日(土)は「うんどうあそびの日」です。場所は浅原公園です。 

『体を動かして遊ぶことを楽しむ』そんな心もちを大切に、それぞれの成長に応じて子どもたちが中心の楽

しい一日であってほしいと思っています。そして、お家の方々と一緒に楽しむ「うんどうあそび」であってほ

しいと願っています。一番大切なことは、大人の見守りという安心感があってこその『楽しい！』を子ども達

が感じてくれる事！と思っています。 

 

また、この日には、卒園児たちも懐かしそうにあそびにきます。卒園児の力強いリレーは園の子どもたちに

『小学生になったらぼくたちも！』とあこがれを持たせてくれます。保護者・職員といった身近な大人が力い

っぱい走り楽しむ姿には、自分もいっしょに走った気分になって応援の声をひときわ大きくなります。。 

 ９月１７日は是非参加する皆がいっしょに楽しむ「うんどうあそびの日」にしたいと思います。 

 

『今まで楽しんできたあそびをうんどうあそびの日に楽しめるように・・・』という思いで準備をしています。

８月ぐらいから、幼児さんでは子ども達と相談してうんどうあそびの日の内容を決めています。そんな取り組

みから、ゆりさんがお泊まりで魔女さんから「まじょっこたいそう」の歌を教えてもらい体操を考えました。

そこで、うんどうあそびの日の朝の体操は「まじょっこたいそう」になりました。プールの前には♪まじょま

じょ じょまじょま～♪と魔法の呪文の歌と体操をばらさんやさくらさんだけでなく乳児フロアーのお友達

にも教えにやってきてくれるゆりさんです。 

 

『うんどうあそびの日』を子ども達が楽しむ為に、会場の浅原公園に一度経験をしにいきます。 

 日程：９月１４日（水）１５日（木）１６日（金）雨天時は・・・２１日（水） ２３日（金） 

いつもと違う場所で行う不安感を和らげて、安心と自信を持って当日を向かえる為には、浅原公園で一度は

あそびを経験する、いわゆるリハーサルをする事は大切です。 

３日間、幼児さんが主に出掛けます。すみれさんも一日だけ出掛ける予定です。出発時間の関係で、登園時

間などご協力をお願いする事があります。また幼児さんは水筒をこの３日間は持参して頂きます。くわしい事

については日程が近づきましたら掲示にてお知らせさせていただきます。ご協力よろしくお願いします。 

 

≪夏たくさんの人との出会い・ふれあいがありました≫ 

 夏休みを利用して、卒園児の小学校４～６年生がボランティアに来てくれました。高校生のインターンシッ

プに、チャレンジ体験でお手伝いに来ていた中学生もボランティアに来てくれ、園の中が大きな縦割り集団で

過ごす日々を経験しました。 

 とことこちゃんはお部屋にあそびにきてほしくて、「ニイニイ～」と呼んでは、小学生を誘っていました。

その子ども達の姿がかわいくて、自分達が求められている事が嬉しくて、小学生達も、「もう一日。もう一日」 

とボランティアの日を増やしてくれる姿に、お手伝に来た子ども達も人を愛おしく思う事を感じたようでした。 

そんな学生さんや卒園児の姿に、園がはたすもう一つの役目のようなものを感じています。みんな「次は冬休

みにくるな」と子ども達にも声を掛けて学校へ戻っていきました。 

 

《保育予算要望のための署名・カンパのお願い》 

 平成２９年度にむけての保育予算要望のための署名とカンパです。 

京都市保育園連盟と京都市保育士会と京都市保育園保護者会連合との三者が合同で取り組んでいる運動で

す。京都市に対して保育予算に関する要望を行っていきます。集まったカンパはその要望運動のために用いま

す。 

要望内容としては、特に保育園の充実、保育内容の一層の充実、保育者の処遇の充実、保育環境・施設整備

の充実を掲げています。また、併せて国に対する保育予算要望運動としての全国私立保育園連盟による請願の

ための署名にもご協力をお願いします。署名とカンパに是非ご協力下さい。 

９月上旬に、各家庭に配布させていただきます。よろしくお願いします。 

 


